











































































(3 ) 中西健一『白木私有鉄道史研究JI36頁， 1963年。
(4) 島前掲書， 34頁。
(5 ) 島前掲書， 39頁。
(6 ) 鉄道省『日本鉄道史』上篇881~882頁， 1921年。
(7) 湯沢前掲書， 3~ 6頁。















23年 3月 23年 9月 24年 3月 24年 9月 25年 3月 25年 9月
全体 民株主 全体 大株主 全体 ~株主 全体 民株主 全体休株主 全体休株主
福岡 56.9 39.8 45.5 29.1 42. 1 24.1 38.4 22.4 35.0 24. 1 19.0 11. 7 
東京 33.5 45.8 45.5 59.6 46.4 61. 6 48.9 63.0 53.0 64.2 69.9 81. 0 
大阪 5:2 10.2 5.2 7.1 7.2 10.1 8.6 10.6 7.3 7. 1 6.9 4.8 





































23年 3月 23年 9月 24年 3月
全体 大株主 全体 大株主 全体 大株主
福岡 26( 50.0) 198( 75.5) 26( 50.9) 200( 75.1) 22( 44.8) 
東京 20 ( 38.4) 48( 18.3) 18( 35.2) 47( 17.6) 20( 40.8) 
大阪 4 ( 7.6) 6( 2.3) 4( 7.8) 5 ( 1. 8) 4 ( 8.1) 
その他 2 ( 3.8) 10( 3.8) 3 ( 5.8) 13( 4.9) 3( 6.1) 
総数 52(100.0) 262(100.0) 51 (10. 0) 265(100.0) 49(10.0)1 
24年 9月 25年 3月 25年 9月
全体 大株主 全体 大株主 全 体 大株主
福岡 186( 69.9) 22( 40.0) 169 ( 64.7) 25( 46.2) 141 ( 50.3) 19( 33.9) 
東京 51 ( 19.1) 24 ( 43.6) 53( 20.3) 22( 40.7) 62( 2.1) 
大阪 11( 4.1) 5( 9.0) 19( 7.2) 3 ( 5.5) 44(15.7) 5 ( 8.9) 
その他 18( 6.7) 4 ( 7.2) 20( 7.6) 4 ( 7.4) 32( 11.4) 4( 7.1) 
総数 266(100.0) 5(100.0) 261 (10. 0) 54(100.0) 280(100.0) 

































24年 24年 25年 25年







23年 24年 24年 25年 25年
9月 3月 9月 3月 9月









































































































順位 株数 氏 名 府県 官甫 考



























































小西 野川 正宇吉郎次20 170 |会社役員


















































































































事興信録J ふ28，日本鉄道協会『鉄道先人録~ 317---318頁， 1972年，鉄道省『日本
鉄道史J上篇395---397頁， 1921年)。
(1ゆ 『筑豊鉄道会社株主名簿』明治23年 9月30日現在。





















制 「二百万斤以上及び千万斤以上出炭人別JW福陵新報』明治23年 3月 1日。
制下沢善四郎はこの他，福岡商業会議所議員，福岡市会議員をもっとめており，この
当時の博多商人の代表格の一人であった (1商業会議所議員職業人名JW福陵新報』














炭会社会議始末J~福岡日日新聞』明治22年 8 月 24 日。
例 「役員改選広告Jr福陵新報』明治23年 4月1日，なお，同人は金子堅太郎の弟であ
る(前掲『人事興信録』か146.148)。




同 「田川採炭会社広告Jr福陵新報』明治23年 4月 1日。
例 「筑豊興業鉄道会社副社長及幹事J~福岡日日新聞』明治22年 3 月 2 日。




帥 「子爵当選者Jrr福陵新報~ 23年 7 月 13 日，前掲『明治過去帳~ 1136頁。
例 「筑豊噴業会社創立委員総代会J~福陵新報』明治21年 7 月 3 日。
同註11， 12参照。





帥 「東京公債株券の商況J~東京経済雑誌J 明治23年 4 月 5 日。
IV. 明治23年 9月段階における大株主構成














順位 株数 氏名 府県
1 4，640 




















































安西小 野川田 正善宇吉=郎次 愛兵京都知庫10 200 
24 130 








































































































所在地 株 数(%) 株 数(%)
明治23年 3月31日 明治23年 9月30日
福岡県 11， 398 ( 56. 9) 9， 114 ( 45.5) 
福岡市 1，893 ( 9.4) 1， 447 ( 7.2) 
遠賀郡 1， 642 ( 8.2) 1， 059 ( 5.2) 
鞍手郡 1， 432 ( 7.1) 1， 104 ( 5.5) 
嘉麻郡 984 ( 4.9) 922 ( 4.6) 
穂波郡 815 ( 4.0) 395 ( 1. 9) 
田川郡 2，457 ( 12.2) 2，220 ( 11.1) 
その他 2，175 ( 10.8) 1，967 ( 9.8) I 
東京府 6，706 ( 33.5) 9， 112 ( 45.5) 
大阪府 1，047 ( 5.2) 1， 057 ( 5.2) 
兵庫県 330 ( 1. 6) 230 ( 1.1) 
愛知県 239 ( 1.1) 220 ( 1.1) 
京都府 218 ( 1. 0) 200 ( 1.0) 
山口県 40 ( 0.2) 40 ( 0.2) 
長野県 20 ( 0.1) 20 ( 0.1) 
佐賀県 2 ( 0.0) 2 ( 0.0) 
総 百十 20，000 000.0) 20，000 000.0) 


























































































10月 1日付で25株， 10月25日付で30株， 1月5日付で20株と 4株， 24年3月13














順 位 株数 氏 名
1 4，300 







































































































(5 ) 前掲『日本全国商工人名録』めノ 8。
(6) I東京公債株券の商況J~東京経済雑誌』明治24年 4 月 4 日。



























































































































( 4) 向上， 905頁。
(5) 前掲『三菱社誌J]20巻222頁， 16 






























































































小2計0 3，448 130 





































(1) 東京公債株券の商況J~東京経済雑誌』明治25年 4 月 2 日。
(2) これらの守永久吉の株売買の動きその他から，山田秀氏は同人が株仲買人をも兼営
していたことを推論している(前掲山田論文125~126頁)。




























順位 株 数 氏 名 府県
|日 株 新 株 計
1 4，053 6， 132 10， 185 
岩近堀広 藤崎 廉久 良弥平義光蔵J成倫忠区
2 1，756 2， 131 3，887 
3 908 650 1，558 
4 350 525 875 
部橋波東東田 正言賢署5 O 827 827 
7 250 375 625 
8 200 200 400 
12 300 O 300 
12 150 150 300 
14 100 185 285 
15 100 150 250 
15 100 150 250 
15 100 150 250 
15 100 150 250 
21 O 218 218 
24 180 O 180 
26 150 O 150 
28 O 142 142 
33 50 75 125 
33 50 75 125 
40 110 O 110 
45 100 O 100 
45 100 O 100 
45 100 O 100 
45 100 O 100 
45 100 O 100 
45 100 O 100 
45 100 O 100 
寸、言十 9，707 12，285 21， 992 
6 720 O 720 
山松住穂 本友田 寅重佐右ト太吉郎
大大大大大阪阪
23 O 213 213 
28 O 142 142 
45 100 O 100 日野回九 兵衛衛門ク
45 100 O 100 
づ、言十 920 355 1，275 5 
9 200 130 330 
10 313 O 313 
11 302 O 302 
15 100 150 250 
22 215 O 215 
25 164 O 164 
26 150 O 150 
30 135 O 135 
33 125 O 125 
36 123 O 123 
37 120 O 120 
38 116 O 116 
39 113 O 113 
40 110 O 110 
田 敬直辰誠喜多良三
42 106 O 106 
44 104 O 104 j子1 三
45 100 O 100 
45 100 O 100 生田 之次
45 100 O 100 
寸、言十 2，796 280 3，076 
長愛愛兵崎知庫媛194 1 
15 100 150 250 
山西首訓JT 脇川 正宇古勝郎艮r育日31 130 O 130 
32 40 88 128 
43 105 O 105 和盛三
づ合、言計十 375 238 613 




















































(5) 作道洋太郎編『住友財閥~ 166頁， 1982年。
(6) 日野九右衛門の養子九郎兵衛は家業を継ぎ，後に大日本製薬株式会社社長となって
いる(前掲『人事興信録』ひ1頁)。
(7) 前掲『人事興信録~ ¥， 、200頁。
IX.結びに代えて
本稿における筑豊興業鉄道会社の株主名簿の分析から，以下のことが判明
しよう。
現存が確認されているなかで最も創立時に近い，明治23年 9月末時点での
r株式名簿』から作成した明治23年 3月末時点での100株以上の大株主を見
ると，東京の華族層及び渋沢栄一，益田孝等の実業界の中心人物，地元の県
118 経営と経済
会議員，大地主，戸長等の所謂名望家層，地元博多を中心とする商人層，地
元筑豊の炭蹟主，各地の会社役員等が大株主を構成しており，中でもその一
つの中核的存在となっていたのは東京の華族資金であった。このように九州
の地方鉄道会社に華族資金がそれなりの役割を果しているのは，一つには明
治20年前後における華族資金の一般的な存在の大きさを示しているとも言え
ようが，筑豊興業鉄道会社における華族資金の大きさはそれを越えたものが
あると考えられる。つまり，同鉄道にこれほどの華族資金が集中したのは，
安定株主として華族資金の獲得を目指した当初からの資金調達計画にある
が，それを計画し，具体化し得たのは，分析の中で明らかにしたような筑豊
興業鉄道会社創立当時の福岡県の磁業担当の書記官で，華族出身の広橋賢光
伯爵 (23年 3月時点での筆頭株主)を中心とする華族人脈に依存する部分が
大きかったと推察される。
しかし，その後数か月間に社長の堀田正養子爵に集積された4，000株余の
株式は，広橋賢光の持株と共に，その大部分が同年10月には岩崎久弥名義で
当時筑豊炭田に進出しつつあった三菱の所有となり，その後，翌24年 4月の
社内改革により，経営陣の大幅な変動とともに，当時新進の炭破主であった
麻生太吉も上位大株主に加わってくる。そして，同年8月以降には，近藤廉
平名義でやはり筑豊の炭碩経営を進めつつあった日本郵船が大株主の上位に
登場し，翌25年 3月末日時点に至ると岩崎(三菱)に次ぐ第 2位の大株主と
なっていた。続いて，同年9月には増資に伴う 1万4，000株の日本で最初
の優先株の新株募集がなされているが，この新株発行によって株主構成にも
大きな変化が生じ，三菱以下の東京在住株主はこの新株の大量引受けにより，
更に持株のシェアを高め，三菱の持株は全体の三分のーを越えると共に，新
たに上位大株主に明治生命，海上保険会社等の保険関係の機関株主が加わり，
更に住友及び松本重太郎らの大阪財界の中核も新たに大株主に加わってく
る。この一方で旧来からの福岡株主はごく一部を除いてこの新株の引受けに
加わっておらず，その持株のシェアを益々減少させる結果となっている。
この結果，創立初期から総株数の約半数を占めていた全株主の20%前後に
過ぎなL、100株以上の大株主が，明治25年9月時点では総株数の79%と約 8
株主名簿に見る明治20年代前半における筑豊興業鉄道会社の大株主構成 119 
割を占めるに至っており，三菱を中心とする大株主への集中度が益々高まる
結果を生じている。
以上の本稿の分析は，時期を限定し，しかも，その資料を株主名簿に限定
して，更に， 100株以上の大株主構成を主対象として進めたため，全体の経
営動向，経営陣の変動，株主の株式購入資金調達の方法，等の分析をその分
析の対象から除外しており，筑豊興業鉄道会社の株主動向の背景の全体像ま
で明らかにするには至っていない。また，基本資料の一つである『株主名簿』
に付属している「株式移動表」も原資料そのものが完全なものとはいえず，
脱落と思われる部分も少なくない，このため『株主名簿』に限定した分析と
しても完全さは期し得なかった。そのほか，筑豊興業鉄道会社の資金調達に
おいて一定の役割を果たした社債についても分析の対象としなかった。また
三菱が23年10月にそれまで堀田正養や広橋賢光名義で集積されてきた大量の
株式を入手した詳しい経緯，更に，三菱の株式所有の一部がなぜ岩崎久弥名
義だけでなく一部幹部名義でも分散して行なわれたかについても完全な解明
には至っていない。これらについては今後の課題としたい。
C追記]
本稿の作成に関して，山田秀氏，九州大学石炭資料研究センターの現旧スタッフの方々，
及び福岡県地域史研究所，麻生セメント株式会社社誌編纂室，三菱総合研究所，日本郵船
株式会社社誌編纂室，そのほか多数の方々の多大の御好意を得た。ここに記して深く感謝
の意を表したし、。
